
(57)【要約】

【課題】　使用する術者に応じたアタッチメントを要せ

ずに、様々な術者が最適な状態で湾曲操作ノブを把持で

きるようにした内視鏡の湾曲操作装置を提供する。

【解決手段】　内視鏡の操作部に、回動操作することで

該操作部から伸びる挿入部の湾曲度合いを変化させる湾

曲操作ノブを設けた内視鏡の湾曲操作装置において、上

記湾曲操作ノブの本体に、その内側から外周側に向けて

突出可能な補助操作突起を設け、該補助操作突起の上記

本体からの突出量を調整可能としたことを特徴とする内

視鏡の湾曲操作装置。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 操 作 部 に 、 回 動 操 作 す る こ と で 該 操 作 部 か ら 伸 び る 挿 入 部 の 湾 曲 度 合 い を 変 化 さ
せ る 湾 曲 操 作 ノ ブ を 設 け た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、
　 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 、 そ の 内 側 か ら 外 周 側 に 向 け て 突 出 可 能 な 補 助 操 作 突 起 を 設
け 、 該 補 助 操 作 突 起 の 上 記 本 体 か ら の 突 出 量 を 調 整 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の
湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 形 成 し た ね じ
孔 に 、 上 記 補 助 操 作 突 起 を 螺 合 さ せ た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 の 上 記 ね じ 孔 の
底 部 と 、 該 ね じ 孔 に 螺 合 さ せ た 上 記 補 助 操 作 突 起 と の 間 に 、 該 補 助 操 作 突 起 を 突 出 方 向 に
移 動 付 勢 す る ば ね が 挿 入 さ れ て い る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 、 上
記 補 助 操 作 突 起 の 上 記 本 体 か ら の 突 出 量 に 応 じ て 上 記 補 助 操 作 突 起 の 嵌 合 量 が 変 化 す る 凹
部 が 形 成 さ れ て お り 、 該 凹 部 の 底 部 と 上 記 補 助 操 作 突 起 と の 間 に 、 該 補 助 操 作 突 起 を 該 凹
部 か ら 突 出 さ せ る 方 向 に 移 動 付 勢 す る ば ね が 挿 入 さ れ て い る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 上 記 補 助 操 作 突 起
が 、 上 記 本 体 の 周 方 向 に ５ 個 並 べ て 設 け ら れ て い る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 上 記 補 助 操 作 突 起
が 、 上 記 本 体 の 回 転 中 心 を 基 準 と し た 放 射 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 で は 一 般 に 、 操 作 部 か ら 挿 入 部 が 伸 び 、 該 操 作 部 に は 挿 入 部 の 湾 曲 度 合 い を 調 整
す る 湾 曲 操 作 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 湾 曲 操 作 装 置 は 、 湾 曲 操 作 ノ ブ を 回 動 さ せ る こ
と で 対 を な す 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 一 方 を 牽 引 し て 他 方 を 緩 め る こ と に よ り 、 操 作 部 の 湾 曲 度
合 い を 変 化 さ せ る 。 具 体 的 な 湾 曲 構 造 は 各 種 周 知 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 湾 曲 操 作 ノ ブ は 、 そ の 外 径 が 変 わ ら な い も の で あ る た め 、 あ る 術 者 に と っ て は 把
持 し 易 く て も （ 操 作 し 易 く て も ） 、 他 の 術 者 に と っ て は 把 持 し 難 い （ 操 作 し 難 い ） 場 合 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 そ の 外 径 が 異 な る 複 数 種 類 の 補 助 ノ ブ を 用 意 し て 、 そ の 中 か ら 術 者 の 手 に 対
し て 最 適 な 外 径 の 補 助 ノ ブ を 選 択 し て 湾 曲 操 作 ノ ブ に 外 嵌 す る こ と が 従 来 よ り 行 わ れ て い
る 。 選 択 さ れ た 補 助 ノ ブ の 外 径 は 湾 曲 操 作 ノ ブ よ り 大 き く 、 し か も 術 者 に と っ て 最 適 な 大
き さ な の で 、 湾 曲 操 作 ノ ブ に 対 し て は 手 が 大 き す ぎ る 術 者 も 、 無 理 な く 補 助 ノ ブ を 把 持 で
き 、 湾 曲 操 作 ノ ブ を 円 滑 に 操 作 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ４ １ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 補 助 ノ ブ を 用 い れ ば 術 者 の 操 作 性 を 向 上 さ せ ら れ る が 、 一 種 類 の 補 助 ノ ブ で 手 の 大 き さ
が 異 な る 多 数 の 術 者 に 対 応 す る の は 無 理 な た め 、 内 視 鏡 を 使 用 す る 術 者 が 複 数 で あ れ ば 、
外 径 が 異 な る 複 数 種 類 の 補 助 ノ ブ を 用 意 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 内 視 鏡 を 使 用 す る 術
者 の 数 が 増 え れ ば 増 え る ほ ど 、 用 意 し な け れ ば な ら な い 補 助 ノ ブ の 数 も 増 え 、 そ の 結 果 、
補 助 ノ ブ の 管 理 が 煩 雑 に な り 、 し か も 金 銭 的 な 負 担 が 増 大 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 湾 曲 操 作 ノ ブ に 装 着 す る ア タ ッ チ メ ン ト を 要 せ ず に 、 様 々 な 術 者 が 最
適 な 状 態 で 湾 曲 操 作 ノ ブ を 把 持 で き る よ う に し た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 、 回 動 操 作 す る こ と で 該 操 作 部 か
ら 伸 び る 挿 入 部 の 湾 曲 度 合 い を 変 化 さ せ る 湾 曲 操 作 ノ ブ を 設 け た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に
お い て 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 、 そ の 内 側 か ら 外 周 側 に 向 け て 突 出 可 能 な 補 助 操 作 突
起 を 設 け 、 該 補 助 操 作 突 起 の 上 記 本 体 か ら の 突 出 量 を 調 整 可 能 と し た こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 形 成 し た ね じ 孔 に 、 上 記 補 助 操 作 突 起 を 螺 合 さ せ て 、 上 記 補
助 操 作 突 起 を 本 体 か ら 突 出 可 能 と す る の が 実 際 的 で あ る 。       
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 の 上 記 ね じ 孔 の 底 部 と 、 該 ね じ 孔 に 螺 合 さ せ た 上 記
補 助 操 作 突 起 と の 間 に 、 該 補 助 操 作 突 起 を 突 出 方 向 に 移 動 付 勢 す る ば ね を 挿 入 す れ ば 、 ね
じ 孔 と 補 助 操 作 突 起 の 間 の ガ タ を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 湾 曲 操 作 ノ ブ の 本 体 に 、 上 記 補 助 操 作 突 起 の 上 記 本 体 か ら の 突 出 量 に 応 じ て
上 記 補 助 操 作 突 起 の 嵌 合 量 が 変 化 す る 凹 部 を 形 成 し て 、 該 凹 部 の 底 部 と 上 記 補 助 操 作 突 起
と の 間 に 、 該 補 助 操 作 突 起 を 該 凹 部 か ら 突 出 さ せ る 方 向 に 移 動 付 勢 す る ば ね を 挿 入 し て も
、 ね じ 孔 と 補 助 操 作 突 起 の 間 の ガ タ を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 補 助 操 作 突 起 は 指 の 数 に 合 わ せ て ５ 個 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 補 助 操 作 突 起 は 、 上 記 本 体 の 回 転 中 心 を 基 準 と し た 放 射 方 向 に 移 動 可 能 で あ る の が
好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 補 助 操 作 突 起 の 湾 曲 操 作 ノ ブ に 対 す る 螺 合 量 を 変 え る こ と に よ り 、 手
の 大 き さ が 異 な る 様 々 な 術 者 に 対 し て 最 適 な 把 持 状 態 を 提 供 で き る 。 こ の よ う に 、 術 者 の
手 の 大 き さ に 応 じ た ア タ ッ チ メ ン ト を 用 い な い の で 、 内 視 鏡 を 使 用 す る 術 者 の 数 が 増 え て
も 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 管 理 が 煩 雑 に な っ た り 、 金 銭 的 な 負 担 が 増 大 す る こ と は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す 内 視 鏡 は 医 療 用 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ で あ り 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ １ と
そ の 基 部 側 に 接 続 さ れ た 操 作 部 １ ２ を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 先 端 部
１ ３ 、 湾 曲 部 １ ４ 及 び 可 撓 管 部 １ ５ を 有 し て お り 、 さ ら に 可 撓 管 部 １ ５ が 連 結 部 １ ６ を 介
し て 操 作 部 １ ２ に 接 続 し て い る 。 操 作 部 １ ２ か ら は ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ が 延 設 さ れ
て お り 、 該 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ７ の 末 端 に 設 け た コ ネ ク タ 部 １ ８ は 、 内 視 鏡 本 体 と は
別 体 の プ ロ セ ッ サ （ 図 示 略 ） に 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 挿 入 部 １ １ の う ち 、 可 撓 管 部 １ ５ は 柔 軟 で 可 撓 性 を 有 し て い る 。 ま た 、 湾 曲 部 １ ４ 内 に
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は 、 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た 複 数 の 節 輪 （ 図 示 略 ） が 、 そ の 長 手 方 向 に 並 べ て 設 け ら れ
て い る 。 操 作 部 １ ２ に は Ｕ Ｄ 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ９ と Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ （ 湾 曲 操 作 ノ ブ ） ２ ０
が 重 ね て 設 け ら れ て お り 、 両 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ９ 、 ２ ０ は 、 両 者 の 中 心 を 直 交 方 向 に 通 る 回
転 軸 １ ２ ａ 回 り に 回 転 自 在 で あ る 。 Ｕ Ｄ 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ９ を 回 転 操 作 す る と 、 電 子 内 視 鏡
１ ０ 内 に 配 設 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ （ 図 示 略 ） が 牽 引 ま た は 弛 緩 さ れ 、 複 数 の 節 輪
が 相 対 回 動 し 、 そ の 結 果 、 湾 曲 部 １ ４ が 上 下 （ 図 １ の 紙 面 に 直 交 す る 方 向 ） に 湾 曲 さ れ る
。 一 方 、 Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ を 回 転 操 作 す る と 、 上 記 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 牽 引 ま た は 弛 緩
さ れ 、 上 記 節 輪 が 相 対 回 動 し 、 湾 曲 部 １ ４ が 左 右 （ 図 １ の 左 右 方 向 ） に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ ～ 図 ５ を 用 い て 、 Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ の 詳 細 な 構 造 を 説 明 す る 。
　 Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ の 本 体 ２ １ は 平 面 視 で 略 １ ０ 角 形 を な し て お り 、 そ の 中 心 部 に は
回 転 軸 １ ２ ａ に 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 中 心 孔 ２ １ ａ が 穿 設 さ れ 、 そ の 外 周 面 に は 、 ５ つ の 扁
平 面 ２ １ ｂ と 、 隣 り 合 う 扁 平 面 ２ １ ｂ の 間 に 位 置 す る ５ つ の 指 掛 け 用 曲 面 ２ １ ｃ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 扁 平 面 ２ １ ｂ に は 円 柱 状 の 凹 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 各 凹 部 ２ ２ の 軸 線 は 中 心 孔 ２
１ ａ の 中 心 を 基 準 と す る 放 射 方 向 を 向 い て い る 。 さ ら に 、 各 凹 部 ２ ２ の 底 部 に は 、 そ の 軸
線 が 中 心 孔 ２ １ ａ の 中 心 を 基 準 と す る 放 射 方 向 を 向 く ね じ 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
　 各 凹 部 ２ ２ に は 略 円 柱 形 の 補 助 操 作 突 起 ２ ４ が 挿 脱 可 能 で あ り 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ２ の
中 心 孔 ２ １ ａ 側 の 端 面 に は 、 対 応 す る ね じ 孔 ２ ３ に 螺 合 す る 右 ね じ の ね じ ２ ５ が 突 設 さ れ
て い る 。
　 さ ら に 、 各 ね じ 孔 ２ ３ に は 、 各 ね じ ２ ５ の 端 面 を 常 に 外 向 き に 付 勢 す る ば ね ２ ６ が 縮 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 、 そ の 軸 線 回 り に 反 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 ね じ ２ ５ と ね じ 孔
２ ３ の 螺 合 関 係 に 従 っ て 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 本 体 ２ １ か ら の 突 出 量 が 大 き く な る （ 凹
部 ２ ２ へ の 嵌 合 量 が 小 さ く な る ） 。
　 一 方 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 、 そ の 軸 線 回 り に 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 ね じ ２ ５ と ね
じ 孔 ２ ３ の 螺 合 関 係 に 従 っ て 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 本 体 ２ １ か ら の 突 出 量 が 小 さ く な る
（ 凹 部 ２ ２ へ の 嵌 合 量 が 大 き く な る ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 術 者 の 手 が 本 体 ２ １ を 把 持 す る の に 丁 度 良 い 大 き さ で あ る 場 合 は 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４
を 各 凹 部 ２ ２ に 最 大 限 嵌 合 さ せ る （ 図 ２ 及 び 図 ４ の 状 態 ） 。 こ の 状 態 で 、 術 者 が 片 方 の 手
の ５ 本 の 指 で 各 指 掛 け 用 曲 面 ２ １ ｃ を そ れ ぞ れ 把 持 す れ ば 、 Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ を 無 理
な く 確 実 に 把 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 本 体 ２ １ に 対 し て 手 が 大 き い 術 者 が 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 使 用 す る 場 合 は 、 本 体 ２ １
を 無 理 な く 把 持 す る の が 難 し い 。 従 っ て 、 こ の よ う な 場 合 は 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ に 各 指
を そ れ ぞ れ 掛 け て 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ を 把 持 す る 。 こ の 際 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 本 体 １ ２
か ら の 突 出 量 を 調 整 す れ ば 、 そ の 術 者 に と っ て 最 適 な 把 持 状 態 を 実 現 で き 、 術 者 は Ｌ Ｒ 湾
曲 操 作 ノ ブ ２ ０ を 無 理 な く 確 実 に 把 持 で き る 。 上 記 ば ね ２ ６ の 付 勢 力 に よ っ て 、 ね じ 孔 ２
３ と ね じ ２ ５ の 間 の ガ タ が 除 去 さ れ 、 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 不 用 意 な 回 転 が 防 止 さ れ て い る
の で 、 術 者 は 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 確 実 に 把 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 の Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ は 、 補 助 ノ ブ の よ う な ア タ ッ チ メ ン ト を
用 い る こ と な く 、 手 の 大 き さ が 異 な る 様 々 な 術 者 に 対 し て 最 適 な 把 持 環 境 を 提 供 で き る の
で 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 使 用 す る 術 者 の 数 が 増 え て も 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 管 理 が 煩 雑 に な っ
た り 、 金 銭 的 負 担 が 増 え る こ と は な い 。
　 ま た 、 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 指 の 数 に 合 わ せ て ５ 個 と し 、 か つ 、 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 本
体 ２ １ の 中 心 か ら 放 射 方 向 に 移 動 可 能 と し た の で 、 術 者 は 各 補 助 操 作 突 起 ２ ４ を 確 実 に 把
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持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 凹 部 ２ ２ に ば ね ２ ６ を 縮 設 し て も 、 ね じ 孔 ２ ３ に 縮 設 す る 場
合 と 同 様 に 、 ね じ ２ ５ と ね じ 孔 ２ ３ の 間 の ガ タ を 除 去 で き 、 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 不 用 意 な
回 転 を 防 止 で き る 。
　 ま た 、 各 凹 部 ２ ２ と ね じ 孔 ２ ３ は 、 中 心 孔 ２ １ ａ を 中 心 と す る 放 射 方 向 を 向 い て い る が
、 厳 密 に 放 射 方 向 を 向 い て な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 は 術 者 の 手 の 大 き さ に 応 じ て 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の 本 体 ２ １ か ら の 突 出 量 を 変
え る 使 用 例 を 説 明 し た が 、 手 の 大 き さ と 関 係 な く 術 者 の 好 み に よ っ て 補 助 操 作 突 起 ２ ４ の
突 出 量 を 変 化 さ せ て 使 用 し て も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 は 本 発 明 を 左 右 方 向 用 の 湾 曲 操 作 ノ ブ で あ る Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ０ に
適 用 し た も の で あ る が 、 上 下 方 向 用 の 湾 曲 操 作 ノ ブ で あ る Ｕ Ｄ 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ９ に 本 発 明
を 適 用 で き る の は 勿 論 で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 を 電 子 内 視 鏡 以 外 の 内 視 鏡 に 適 用 す る こ と
も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 左 右 方 向 用 の 湾 曲 操 作 ノ ブ の 補 助 操 作 突 起 を 突 出 さ せ な い と き の 横 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 同 じ く 補 助 操 作 突 起 を 突 出 さ せ た と き の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 左 右 方 向 の 湾 曲 操 作 ノ ブ を 断 面 視 し て 示 す 、 補 助 操 作 突 起 を 突 出 さ せ た と き の 湾
曲 操 作 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 補 助 操 作 突 起 を 突 出 さ せ た と き の 湾 曲 操 作 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 湾 曲 操 作 ノ ブ の 変 形 例 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ０ 　 　 　 電 子 内 視 鏡 （ 内 視 鏡 ）
１ １ 　 　 　 挿 入 部
１ ２ 　 　 　 操 作 部
１ ３ 　 　 　 先 端 部
１ ４ 　 　 　 湾 曲 部
１ ５ 　 　 　 可 撓 管 部
１ ６ 　 　 　 連 結 部
１ ７ 　 　 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ８ 　 　 　 コ ネ ク タ 部
１ ９ 　 　 　 Ｕ Ｄ 湾 曲 操 作 ノ ブ
２ ０ 　 　 　 Ｌ Ｒ 湾 曲 操 作 ノ ブ （ 湾 曲 操 作 ノ ブ ）
２ １ 　 　 　 本 体
２ １ ａ 　 　 中 心 孔
２ １ ｂ 　 　 扁 平 面
２ １ ｃ 　 　 指 掛 け 用 曲 面
２ ２ 　 　 　 凹 部
２ ３ 　 　 　 ね じ 孔
２ ４ 　 　 　 補 助 操 作 突 起
２ ５ 　 　 　 ね じ
２ ６ 　 　 　 ば ね
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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